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図１　引き込み反射の誘発

図２　起立位での交叉性伸展反射の増強
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図３　スリングによる立位保持練習および下肢荷重練習

表１　対象症例の基本情報

表 2　理学療法評価結果（初期評価と終了時評価）

図４　傾斜板上での立位保持練習

症例 年齢 性別 体重 発症部位 減圧術までの期間 術式
Ａ 3歳齢 雌 4.7kg T12 〜 T13 約 2 日 片側椎弓切除術
Ｂ 5歳齢 雄 5.5kg T13 〜 L1 約 3 日 片側椎弓切除術
Ｃ 6歳齢 雄 5.1kg T12 〜 L1 約 3 日 片側椎弓切除術
Ｄ 6歳齢 雌 4.6kg T13 〜 L1 約 1 日 片側椎弓切除術
Ｅ 4歳齢 雄 4.9kg T12 〜 T13 約 2 日 片側椎弓切除術

尿失禁 尾の運動 立ち上がり 立位保持 歩行
症例 初期 終了 初期 終了 初期 終了 初期 終了 初期 終了
Ａ あり あり なし あり 不可 自力可 不可 可 不可 介助歩行
Ｂ あり あり あり あり 不可 不可 不可 可 不可 不可
Ｃ あり あり なし なし 不可 不可 不可 不可 不可 不可
Ｄ あり あり あり あり 不可 自力可 不可 可 不可 介助歩行
Ｅ あり あり なし なし 不可 不可 不可 介助で可 不可 不可



44

浅利和人　藤永徹

表 3　神経学的検査結果（初期評価と終了時評価）

固有位置感覚 深部痛覚 引き込み反射 陽性支持反射 交叉性伸展反射
症例 初期 終了 初期 終了 初期 終了 初期 終了 初期 終了
Ａ 0 1 0 0 1 2 2 2 1 2
Ｂ 0 1 0 0 1 2 2 2 0 1
Ｃ 0 0 0 0 0 1 2 2 1 1
Ｄ 0 1 0 0 2 2 2 2 2 2
Ｅ 0 0 0 0 0 1 2 2 0 0

＊ 0= 消失または脱失、1=わずかに認める、2=正常に認める
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